
分確保することが困難であることから，現状では，入熱

5kJ/mmまでが入熱の上限とされており，入熱100kJ/ 

mm程度までの溶接が可能な 5 8倍の大入熱溶接に対応できると同時に，耐割れ性

も大幅に改善させた建築構造用 780MPa級鋼板の開発に

成功したので，以下に報告する。

1．大入熱HAZ靭性改善および耐割れ性改善に
対する課題と開発コンセプト

　780MPa 級鋼の大入熱化の課題として，HAZの靭性劣

化因子であるMA（Martensite-Austenite constituent）の
生成をいかに抑制するかが挙げられていた。これまでの
研究から，大入熱HAZ靭性の劣化因子は，硬質相であ
るMAであることが明らかとなっている6）。MAの生成
は，大入熱溶接によってHAZ部の冷却速度が遅くなり，
上部ベイナイトが生成することに起因している。冷却速
度が遅い場合に，上部ベイナイトの生成を抑制すること
は，Ñ 銅の
ぶ，大きくは抑制できないことかィ，これまぶHAZ進性を大幅に改善することが困難とされていた。 級鋼の耐割れ性改善（予熱温度低減）
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780MPa 級鋼へ適用し，大入熱HAZ靭性および耐割れ性
の改善を試みた。

2．開発コンセプトの検証

2．1　実験方法

　供試鋼の化学成分を表1に示す。一般的な 780MPa級



た，Inverse pole figure map およびGrain boundary map
から，鋼種Cよりも鋼種Bの方が，10°或いは 15°以上
の大傾角粒界が多いことが分かる。このことから，弱炭
化物生成元素に比べ，強炭化物生成元素を添加した場合
は，ベイナイトのブロックサイズが粗大化するといえ






